
 

 

令和８年度事業計画 

 

事業方針 

当法人は、建設材料の品質管理試験及び調査研究並びに建設技術者の技術力向

上を目的とした各種研修会の実施等を通して、公共工事をはじめとする建設工事

等の品質確保に貢献するとともに、建設発生土ストックヤードの設置及び管理運

営、建設副産物の有効利用に関する調査研究等の実施を通して建設副産物の有効

利用を促進することにより、良質な社会資本の整備と循環型社会の形成に寄与し

ている。 

 

令和８年度においても、一般財団法人への移行に伴う公益目的支出計画に沿っ

た公益事業を継続的に実施し、これまで培った技術力を活かし計画的かつ有効な

事業運営を確実に実施するとともに、業務の効率化により収益性を高め、財務の

健全性を維持していく。 

 

具体的な取り組みとして、公益事業である「実施事業」の研修・広報事業では、建設

材料の品質管理試験に係る研修及び建設技術講演会の開催、研修施設の提供等を確実に

実施する。 

また、収益事業である「その他の事業」の試験・調査事業では、顧客からの信

頼性をより高めるため、ＩＳＯ１７０２５認定試験機関として正確・公正・中立

性を遵守したサービスを提供するとともに、公共事業における建設材料の品質向

上や技術基準の課題についても施策に反映できるよう調査・研究を実施する。 

もう一つの「その他の事業」の建設副産物リサイクル事業では、新規ストック

ヤードの設置に向けた情報収集を進めるとともに、既存のストックヤードの効率

的な管理運営を行うことにより公共事業の円滑な推進に寄与していく。 

 

事業内容 

実施事業（研修・広報事業） 

建設工事に係る技術者の資質向上及び建設技術の向上を図るため、各種研修

会、調査・研究等を実施する。 

 

（１） 建設材料の品質管理試験実務研修 

県及び市町村の工事担当職員、県土木部指定工場の品質管理担当者等を対象に

品質管理試験実務研修を実施する。 

 

（２） 建設技術講演会 

行政機関職員、建設関連団体職員、一般県民等を対象に、（公社）土木学会関

東支部茨城会との共催により、最新の建設技術を始め建設分野に関連する様々な

取り組みなどをテーマとした講演会を開催する。 
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（３） 研修支援 

県、市町村及び建設業関連団体が開催する品質管理研修会等へ職員を講師とし

て派遣する。 

 

（４） 実物大構造物モデルを用いた実務研修 

県土木部及び農林水産部並びに建設業及び建設コンサルタント業の若手技術

者を対象に、土木構造物の配筋、コンクリート打設等の施工不良を再現した実物

大構造物モデルを用いて、土木コンクリート構造物の設計・施工の基礎を学ぶ研

修を開催する。 

 

（５） 茨城県建設技術研修センターの運営 

県、建設関連団体等が開催する各種研修会及び講演会などの会場として、当該

施設の貸し出しを行うとともに、利用者及び聴講者が快適かつ安全に利用できる

よう適切な施設管理を実施する。 

 

（６） 試験年報の発行 

当法人が受託した建設材料試験の結果を統計的に整理した年報を作成し、県、

市町村、建設関連団体等へ配布するとともに、ホームページへ掲載することによ

り情報提供を行う。 

 

（７） 茨城県建設発生土情報検索システムの運用 

工事間流用の調整等により有効利用を促進するため、県内の公共工事担当者が

建設発生土の流用や調達先を検索することができる検索システムを運用する。さ

らに、国土交通省が実施する公共工事土量調査に情報提供を行う。 

また、再生砕石の有効活用を目的とした「茨城県再生砕石需給調査システム」

を運用する。 

 

（８） 茨城県リサイクル建設資材評価認定資材の審査と情報提供 

県では、循環型社会の構築を目指し、品質、性能、環境に対する安全性等の基準

を定め基準に適合するリサイクル建設資材を認定し、県の公共工事で率先して利用

する制度を運用しており、現在、再生加熱アスファルト混合物、再生路盤材、再生

コンクリート二次製品等、12 品目 158 資材を認定している。 

当法人では、県が行う茨城県リサイクル建設資材認定委員会に諮る認定申請の受

付と事前審査を行うとともに、リサイクル建設認定資材の利用促進を図るため、茨

城県新技術情報提供データベース(ＩＴ’Ｓ)の技術発表会に併せて発表会等を開催

する。 
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（９） 建設フェスタへの支援 

次世代を担う子供とその保護者に向けて「生活・社会基盤の整備を担う建設産業

の魅力」について「楽しく・正しく」理解してもらうことを目的として開催する「建

設フェスタ」において、実行委員として企画運営を支援するとともに、当法人のＰ

Ｒのため同フェスタに参加する。 

 

（10） 茨城県新技術「ＩＴ’Ｓ」の展示及び技術発表会の開催 

県では、民間等の新技術等開発力の増進に寄与するとともに、県土木部が発注す

る公共事業において新技術、新工法及び新製品を導入しやすい環境づくりを目指

し、茨城県新技術情報提供データベース（ＩＴ’Ｓ）を運用し、現在 44 の新技術

を掲載している。 

当法人では、同データベースに掲載された新技術の利用促進を図るため、茨城県

建設技術研修センター内において常設展示場（12ブース）を運営するとともに、行

政機関職員及び建設技術者に対して、新技術の特徴及び有用性を開発者又は営業担

当者がＰＲする場として、県土木部検査指導課との共催により技術発表会を開催す

る。 

 

（11） 茨城県土木技術発表会の開催 

県、市町村職員等の技術力向上、業務に関する創意工夫及び新技術利用等を推進

させることを目的として、県土木部技術研究連絡協議会が主催する同発表会の運営

を支援する。 

 

（12） 調査研究の実施 

建設材料の品質向上に資する調査を実施し、今後の品質管理、材料選定等に反

映できる資料を県、市町村等に提供する。 

令和８年度は次の２項目について調査する予定である。 

 

ア アスファルト再生骨材の品質性状調査 

舗装再生便覧（Ｒ６年版）により圧裂試験が改訂されたことに伴い、その品質

評価は「針入度」から「圧裂係数」へ移行することが予想されるが、工場におい

ては依然として針入度による管理が行われている。 

このことから、工場の品質管理への圧裂試験の導入に役立つよう、多くの資材

を対象として圧裂試験を実施し、試験に関する知見を深め、試験精度の向上を図

る。 

（令和７～９年度調査） 

 

イ 再生コンクリート資材の再資源化拡充に関する調査 

リサイクル資源の有効利用およびコスト縮減の観点から、再利用を拡大させる

ため、砂の代替品として路床入替やその他建設資材への利用ができるように再生

砂の物理的性状を調査する。 

                                   (令和７～８年度調査) 
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その他の事業（試験・調査事業、建設副産物リサイクル事業） 

 

１ 試験・調査事業 

建設工事の適正な品質管理を図るため、建設資材の材料試験や調査を実施する。 

 

（１） 建設工事事業に係る材料試験及び原位置試験の実施 

公共工事等の品質確保及び建設技術水準の向上に寄与するため、建設工事に係

る各種試験を実施する。 

なお、県西部地区においては試験利用者の利便を図るため、試験に供する建設

資材の収集運搬を行う。 

 

（２） 茨城県からの受託業務の実施 

県では、土木部が定めた指定工場基準に適合し、主要資材を納入することがで

きる工場を指定工場として承認しており、現在、砕石、コンクリート再生砕石、

生コンクリート、アスファルト合材及びコンクリート製品の５資材 160 工場が

指定承認されている。 

当法人では、県から建設資材指定工場調査を受託することにより、指定資材に

関わる製造設備や製品の品質管理状況の確認のため、立入調査を実施する。 

 

（３） ＩＳＯ１７０２５マネジメントシステムの維持 

ＩＳＯ１７０２５の認定を受けた鋼材引張試験、コンクリート圧縮・曲げ試験

及び骨材試験に関するマネジメントシステムを同規格に従って維持する。 

 

（４） 広報活動と情報収集 

当法人は、多種多様な建設材料試験が実施可能であることや国際的に通用する

ＩＳＯ１７０２５認定試験所であることなどについて広報活動を積極的に行う

とともに、技術力の維持・向上のための情報収集を実施する。 

 

（５） 地方公共団体建設技術試験研究機関連絡協議会（建試協）会員活動 

技術力の向上を図るため、県とともに協議会の会員として参加し、材料試験や

試験技術についての情報交換を実施する。 
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２ 建設副産物リサイクル事業 

公共事業等における建設発生土の有効利用を促進するため、発生土・不足土等に係る

工事情報の収集と調整を行うとともに、ストックヤードの設置及び運営・管理を行う。 

 

（１） 建設発生土に関する情報の収集と提供 

工事発注機関から発生土及び不足土に係る情報を収集し、建設発生土の利用調

整を行う。 

また、当法人が運営するストックヤードは、国交省に登録したストックヤード

であることから「建設発生土の適正処理及び元請業者の最終搬出先確認義務の軽

減」等の有用性について、工事発注機関並びに工事受注者等に対し情報発信を行

い利用促進に向けた営業活動を強化する。 

さらに、県土木部が開催する茨城県建設副産物リサイクル推進幹事会等の会議

に参加し、建設発生土の有効利用促進に係る取り組みやストックヤード状況につ

いて情報発信を行う。 

 

（２） ストックヤードの運営 

ストックヤードの利用促進を図るため、工事発注機関に対する営業活動を強化

し、計画的な土砂集積と受入容量の確保に努めるとともに、県内大規模不足土事

業等へ堆積土砂の搬出を促進する。 

また、ストックヤード新規開設については、適正配置並びに土砂需要に応じた

効率的な事業運営を推進するため、関係事業者と調整し、開設に向けた取り組み

を積極的に進める。 

 

（３） ストックヤードの管理 

宅地造成及び特定盛土等規制法の施行により、災害防止の対策として、茨城県では令

和７年４月から規制区域が指定され、区域内における盛土等について規制が強化され

た。 

当法人では、同法並びに資源有効利用促進法等の関係法令を遵守し、ストックヤード

の適正な管理に取り組むとともに、安全管理の徹底を図り災害防止に努めていく。 

 

（４） 民間事業への土砂活用 

茨城県土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例が改正され、国登録ストック

ヤードに堆積された土砂等については、区分管理規制の適用除外となることから「民間

事業とのマッチング」について段階的に拡大できるよう取り組んでいく。 
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試験調査事業
(本所)＋(支所)

建設副産物
ﾘｻｲｸﾙ事業

小計

Ⅰ

1

ア 特定資産運用益 0 0 0 0 2,949,000 2,949,000

イ 8,800,000 374,592,000 433,140,000 807,732,000 0 816,532,000

① 試験手数料収益 0 359,000,000 0 359,000,000 0 359,000,000

② 施設利用料収益 0 0 433,140,000 433,140,000 0 433,140,000

③ 会場使用料収益 8,800,000 0 0 0 0 8,800,000

④ Ｒ認定試験手数料 0 2,092,000 0 2,092,000 0 2,092,000

⑤ 工場調査手数料収益 0 13,500,000 0 13,500,000 0 13,500,000

ウ 1,977,000 1,600,000 400,000 2,000,000 521,000 4,498,000

① 受取利息 400,000 800,000 400,000 1,200,000 400,000 2,000,000

② IT'S展示料 121,000 0 0 0 0 121,000

③ Ｒ資材申請手数料 295,000 0 0 0 0 295,000

④ 雑収益 1,161,000 800,000 0 800,000 121,000 2,082,000

10,777,000 376,192,000 433,540,000 809,732,000 3,470,000 823,979,000

① 事業費 79,075,000 323,904,000 384,047,000 707,951,000 0 787,026,000

② 管理費 0 0 0 0 21,394,000 21,394,000

79,075,000 323,904,000 384,047,000 707,951,000 21,394,000 808,420,000

▲ 68,298,000 52,288,000 49,493,000 101,781,000 ▲ 17,924,000 15,559,000

0 0 0 0 0 0

▲ 68,298,000 52,288,000 49,493,000 101,781,000 ▲ 17,924,000 15,559,000

▲ 68,298,000 52,288,000 49,493,000 101,781,000 ▲ 17,924,000 15,559,000

2

① 固定資産売却益 0 0 0 0 0 0

② 退職給付引当戻益 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

① 固定資産廃棄損 0 0 0 0 0 0

建物付属設備 0 0 0 0 0 0

ストックヤード 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

▲ 68,298,000 52,288,000 49,493,000 101,781,000 ▲ 17,924,000 15,559,000

▲ 68,298,000 52,288,000 49,493,000 101,781,000 ▲ 17,924,000 15,559,000

0 5,267,000 4,463,000 9,730,000 0 9,730,000

▲ 68,298,000 47,021,000 45,030,000 92,051,000 ▲ 17,924,000 5,829,000

2,204,628,510

2,210,457,510

Ⅱ

0

28,000,000

28,000,000

Ⅲ 2,238,457,510

科  目 実施事業等会計
その他会計

法人会計

経常費用計

一般正味財産増減の部

経常増減の部

(1) 経常収益

合計

事業収益

その他の収入

経常収益計

(2) 経常費用

他会計振替前当期一般正
味財産増減額

評価損益等調整前当期経
常増減額

特定資産評価損益等

評価損益等計

当期経常増減額

経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計

(2) 経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

令和８年度　予算書（正味財産増減計算書内訳表）
（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで）

（単位：円）

指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

正味財産期末残高

税引前当期一般正味財産
増減額

法人税、住民税及び事業税

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高
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